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鯵' 3.轟へ′皐/董F舞 I.3i=て 機器手鉾溝軸轟 tブ が苺壁ぅござし、ました。青醸も報変ゎらず余裕が
なく、しヽつ鋳関にかお茶の秋露思えの時期 :こ なり、気ななってしヽたところを動 |サ てしヽただ
きました。それと疇叉穫時期を選えた本爾の畦詳命革メ:』 もやってもヽただき助鶏ゝりま極た。
お/25敷飽駅集合、今璽:ま 、しヽつもの御覇li染 籍管隷 |こ 掬鶏え、轟宅伊都子さんと加難しヽウ

葬さんが参爆くださしヽま転亀.し つヽもの通り元気村と違畿ス トアでi議動難問蕪鍮食材の
買物を、自宅に移動、農作業侍準備を終え鸞森茶爾母ツル取 ∫ヽ瘍革メilり 、東ダレ命茶国
勢 ン`ル取り欝草メ:聾:を やつてし`ただきました。この爾私まま農作業1ま醤さん|こ おまかせで
畢詩:ξ 鷺麦を打たせても`ただきましたo作業が終わけシヤラー、そ糧て交流会
31舞 午前、袴鶏菫轟巻ん、それから水窪元乙女鍮お 2人 (守瞳千づる、熊谷遭子さん)

が本蓬翁名物料理を沢山持って参力置くださもヽま私た。早逮農作業iこ入り守量さんと熊谷
さん:ま姦んなと―織な家畿天幸購め瞳鮮の章メ1:を やってしヽただきました。蒙爾天申轟|ま

イメシシ除けのデンキ雛を爾爾:こ 巡｀せており薫刈機ですと支柱や電線を切つてしま
うのでお二人1覇ま手鑢で支柱の部分の草メ:1を お態もヽしました。お陰でデンキ搬の同りも
苺麗:こ なり本当|こ動施`りました。鑑時の尊メ:∫ り終了後水蓬0お二人:凛ま我が家で輸昼食
器藁鷺を、猶の手命彗さん:こ :ま賞轟錢茶爾|こ移動機てしヽただき、 1`∫ ル取牡 施ヽ鯉をやっ
ても`ただきま撃た。この轟も、私:旗轟作業を皆さん|こ おまか彗し糖米やソバ打ちをさせ
ても`ただきました。お昼|よ氷窪母警さんが進備してくださった本蓬の御瞳走をみんなで
堪能しました。どのお料理も富くかな命本窪億議の味でぬつた

'こ

食′“ミられなしヽ貴重なお
襲理で最高:こ おもヽ1し か・ったです。あザがとうござもヽました,その時の水窪Φ御馳走一覧
です。(曲薬おこわ、赤飯、角ポチャの選轟ッケ、小粒鍮ジャガイ号鋳無っころがし、き
黎うりの:1鐵潰け、夏野菜の炒め物、キふウ :メ と塩イカの機季璽え、ミ寒ウガと卜騰畷の吸
物も〆鮭、クルミ壌噌のシソ巻き、さし鹸梅干し)どれも最高のお率斗理でした。
昼食後:よ ヽ猫舎手の音さん∫避:ま鸞森茶爾舎施酢 施鯉均し、本蓬0お二人と久米さん

|こ :よ東ダレ茶鐘のツル取りをやつてし`ただきま私た。この時ちよつとしたアクシデント
が、人未さんが鎌でツルをとってもヽるとき、1まずらで手を少し擁ってなましヽました。大
事:で なく良操`つた警すがしまがらく不難出をお蒔`ますしてしまつたと思こヽます。ッル取り終
了後｀本蓬のお二人と力露藤も`ゆみさんぐれ 1通袴懇壼襄さん:旗講麗が轟号尋携|こ帰られま
した。夜の交流会 i駐 :濃近くの青山忠義さんが参加くださしヽまなた。
3/27午前、県道椎籍本薮手前ツッジ、ッル取り日薫メ!蝉

'(厚正さん)、 常森茶圏の深耕 奉
深鱗後の歓閥籍敷き的し、東ダレ茶圃の権露騒議灘麟 鍮畝聞鍛難き的れをやってしヽただき
ま :「 た。きさんの総議ヽ:ずできょうどよ :。|ヽ諸鞭まこ権彎量が完了し難んヽりました。ありがとう
ござし`ました°さら:こ厚亜さん:こ iよ皆さんがシヤリーを浴びてし`るわずかな蒔間に我が
家砕前経の専メ:1も や惨てむヽただき恐縮籍橿落です。

それか心今回色沢動の皆様かもから差入をしヽただきました。3/26妹のところから大重
スイカと野菜を、3/25竃上美智子さんからスーパー ドライ審増ケース、三宅伊都子さん
から機浜シウマイとミックスナッッそれた書食米せんべし、審 3.′

,426寵 鶴美瞥子さんより
し`ゆ亀のお饉聾が選きました。久米さんかネi意 亀,｀ つもの発エシ、ダシ、野菫類を、青山
意轟さん島`も新シ曇十ガ書それぞれ頂きま亀′亀。慧さ島◎為気遣しヽま通馨議です。轟りが
とつござしヽました。
し`つも織ことなぬヾまら写真お送 りするご報告が大幅ξこ還くなりご迷惑をおかけしてし

まし`ました。申し難轟りませんでしたり
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